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研究成果の概要（和文）：くすぶり型ATL細胞株と急性型ATL細胞株を比較対照とし、キャリア細胞株10株におけ
る（１）種々のCD抗原やケモカインレセプター等の表面抗原解析、（２）cDNAマイクロアレイ解析、及び（３）
miRNA発現解析などの網羅的発現解析をおこない、HTLV-1キャリア特有の新規マーカー候補を検討することがで
きた。また、HTLV-1サザンブロット、HTLV-1 TAX、HBZ定量検査、フローサイトメトリー解析をおこなった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we clarified the hematological and immunological 
characteristics of HTLV-1 infected cells in carriers using 10 cell lines established from HTLV-1 
carriers in our laboratory. As a comparative control, 10 smoldering ATL cell lines and 7 acute type 
ATL cell lines, also established in our laboratory, are used. First, we performed surface antigen 
analysis of various CD antigens, cDNA microarray analysis, and miRNA expression analysis using these
 cell lines. Then, Southern blot analysis for HTLV-1, quantitative RT-PCR test for HTLV-1 TAX and 
HBZ, and flow cytometric analysis were performed using carrier cell lines. Thus far, we analyzed the
 results of flow cytometry analysis and microarray analysis. 

研究分野：検査血液学

キーワード： HTLV-1　細胞株　分子標的　表面抗原　遺伝子発現解析
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) HTLV-1 感染症の特徴：HTLV-1 は主に母
乳から感染し、長い潜伏期間後に数%の感染
者に成人 T 細胞白血病・リンパ腫(ATL)、
HTLV-1 関連脊髄症(HAM/TSP)、あるいは
HTLV-1 ぶどう膜炎などの HTLV-1 関連疾患を
引き起こす発がん性レトロウイルスである。 
(2) ATL を発症するのはひとつのクローンで
ある：HTLV-1 感染者（キャリア）においてウ
イルスは主に CD4＋リンパ球にプロウイルス
の形で存在している。感染細胞は体細胞分裂
を繰り返し結果的に感染細胞数(プロウイル
スのコピー数)を増加させる。感染細胞の増
殖の程度は個々のクローンによって異なり、
同一個体内にさまざまな小さなクローンが
混在していると理解されてきた。最近、次世
代シーケンサー等を用いた研究成果によっ
て、キャリアやくすぶり型 ATL では莫大な数
の小クローンが存在することが示され、いわ
ゆるポリクローナルな増殖状態の理解が深
まった。一方、現在までの研究の積み重ねに
も関わらず、「キャリアの感染細胞中のどの
ようなクローンが、どのようなメカニズムで
ATL 発症に関与するのか」という最重要課題
は解決されていない。 
(3) ATL 発症メカニズム解析の現状：HTLV-1
の Tax タンパクは細胞増殖や不死化、遺伝子
変異の誘導作用を有することからATL発がん
の引き金を引くものと考えられている。一方
で Tax は Cytotoxic T-Lymphocyte(CTL)の主
な標的でもあるため、Tax 発現細胞の増殖は
抑えられる。また、発症後の ATL 細胞では蛋
白レベルでのTax発現はみられないことから、
ATL 細胞では Tax の作用がなくとも悪性形質
は維持されると考えられている。近年、Tax
だけでは説明のつきにくかったATL発症機序
において HTLV-1 bZIP factor(HBZ)などの役
割が重要とのエビデンスが蓄積されつつあ
る。 
(4) ATL 発症に至った場合：ATL はくすぶり
型･慢性型･急性型･リンパ腫型の 4 臨床病型
に分類されており、急性型･リンパ腫型を発
症した場合、多剤併用の強力な化学療法をお
こなっても、生存期間中央値は約 10 ヵ月と
予後は非常に不良である。よって、鍵となる
のは新しい治療薬の開発だけでなく、キャリ
アの適切なフォローアップであるが、フォロ
ーアップに有効なマーカーの開発は長年の
課題であり続けている。 
(5) キャリアに対する検査の現状：ATL 発症
のリスク因子の一つはプロウイルス量の増
加であることが報告されている。しかし、キ
ャリアに対してプロウイルス量を測定する
ことが臨床的に有用であるかは不明である。
プロウイルス量が少ない場合、どの程度のリ
スクなのか判断できるエビデンスはなく、ま
た抗 HTLV-1 ウイルス薬が存在しない現状で
は治療にも直結しないためである。よって、
プロウイルス量ではなく、キャリアにおける
HTLV-1 感染細胞の「質」の解析が重要となる。

しかし、細胞形態やフローサイト検査を組み
合わせても正常細胞と感染細胞を見極める
手段はない。すなわち、正常細胞の混入なし
に感染細胞のみを解析することは非常に困
難であり、実際キャリアにおける感染細胞の
振る舞いはほとんど解明されていない。 
(6) 世界で他にはないキャリア細胞株の復
元：1997 年に藤本、波多らは、IL2 を含んだ
セルロース培地を用い、研究の同意を得たキ
ャリアやくすぶり型ATL患者の末梢血からシ
ングルコロニー（1 クローン）として増殖し
てきた細胞を培養し、感染細胞株の樹立に成
功した。当時はこれらの細胞の染色体異常解
析が目的であった。急性型 ATL と比較すると
これらの細胞の染色体異常は非常に少ない
ことを報告した後、研究は終了し、細胞株は
凍結保存されていた。当時から 17 年が経過
したが、まとまった数のキャリア細胞株を樹
立・解析した報告はいまだにない。そこで今
回、凍結細胞を再培養し、キャリア細胞株 10
株、くすぶり型 ATL 細胞株 10 株の培養に成
功した。研究代表者らは、これらの細胞株を
用いて 1997 年当時はおこなわれなかった次
のような解析をおこなうことで、キャリアに
おける HTLV-1 感染細胞の「質」の解析が初
めて可能になると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究において研究代表者らは、独自に確立
した HTLV-1 キャリア細胞株 10 株を用いて、
キャリアにおける HTLV-1 感染細胞の血液・
免疫学的特徴を明らかにする。比較対照とし
て、やはり独自に確立した、くすぶり型 ATL 
細胞株 10 株と急性型 ATL 細胞株 7 株を使用
する。これらの細胞株を使用し、さらに遺伝
子発現プロファイルも併せて解析し、キャリ
アのフォローアップに有効なキャリア特異
的マーカーを見出すことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)くすぶり型 ATL 細胞株と急性型 ATL 細胞
株を比較対照とし、キャリア細胞株 10 株に
おける①種々の CD 抗原やケモカインレセプ
ター等の表面抗原解析、②cDNA マイクロアレ
イ解析、及び ③miRNA 発現解析などの網羅的
発現解析をおこない、HTLV-1 キャリア特有の
新規マーカー候補を抽出する。臨床検体を用
いてマーカー候補の有効性を検証する。細胞
株の由来となった患者の追跡調査も重要で
あり、その調査も並行しておこなう。このよ
うな研究の 2面性から、細胞解析部門の統括
者に加え、臨床血液学の視点を持つ統括者を
別個に置き、連携をとりながら研究を進める。 
 
(2) HTLV-1サザンブロット検査にて全細胞株
のモノクロナリティーを確認する。HTLV-1 
Tax 定量、HBZ 定量検査もおこない発現量の
特徴を解析する。フローサイトメトリー解析
に関しては、ATL 細胞を中心にこれまで様々
な抗原発現を研究してきた経緯がある。種々



の CD 抗原、ケモカインレセプターなどのサ
イトカイン発現パターン解析を約 80 種の抗
原を使用し網羅的に行う。同時に研究期間を
通じて適切な細胞株継代・管理をおこなう。 
 
(3) キャリア細胞株ドナーの追跡調査 
キャリア細胞株のドナーとなった患者の追
跡調査を開始する。当院及び、県内の 2つの
地域中核病院にて血液内科医が保存カルテ
を検索し、患者情報を収集・整理し、管理す
る。現在もなんらかの疾患にて当院あるいは
当該病院を受診されている場合はこれまで
の臨床経過・検査値の情報を収集・管理する。 
 
(4) 研究代表者らはこれまでの研究におい
て cDNA マイクロアレイ解析の結果を用いた
pathway 解析や ATL 患者細胞や血漿を用いた
miRNA 発現解析、さらに細胞株を用いた種々
の siRNA 実験をおこなってきた。キャリア細
胞株 10 株を解析のターゲットとして、ATL 細
胞株を対照とした cDNA マイクロアレイ解析
による網羅的遺伝子解析をおこなう。 
 
(5) 最後のステップとして 2～3 個に絞られ
たマーカー候補分子の機能解析を行う。機能
解析の指標は、細胞増殖能や HTLV-1 TAX や
HBZ の発現に対する影響力を予定するが、マ
ーカー候補分子の既知の機能に着目するこ
ともあり得る。これらのテストの評価に耐え
た分子をキャリア特有のマーカー分子とし
て提唱する。 
 
４．研究成果 
(1) くすぶり型 ATL細胞株と急性型 ATL細胞
株を比較対照とし、キャリア細胞株 10 株に
おける ①種々のCD抗原やケモカインレセプ
ター等の表面抗原解析、②cDNA マイクロアレ
イ解析、及び ③miRNA 発現解析などの網羅的
発現解析をおこない、HTLV-1 キャリア特有の
新規マーカー候補を検討した。 
 
(2) キャリア細胞株を解析のターゲットと
し、HTLV-1 サザンブロット、HTLV-1 TAX、HBZ
定量検査、フローサイトメトリー解析をおこ
なった。HTLV-1 サザンブロット検査にて全細
胞株のモノクロナリティーの有無を確認す
ることができた。HTLV-1 Tax 定量、HBZ 定量
検査もおこない発現量の特徴を解析した。フ
ローサイトメトリー解析に関しては、種々の
CD 抗原、ケモカインレセプターなどのサイト
カイン発現パターン解析を約 80 種の抗原を
使用し網羅的に解析した。また、研究期間を
通じて適切な細胞株継代・管理をおこなった。 
 
(3) キャリア細胞株ドナーの追跡調査に関
しては、当院及び、県内の 2つの地域中核病
院にて血液内科医が保存カルテを検索し、患
者情報を収集した。 
 
(4) フローサイトメトリー解析、マイクロア

レイ解析の結果が出揃い、miRNA 発現解析の
結果を加味し、得られたキャリア特有のマー
カー候補分子（数個を想定）を、さらにでき
る限り少数（2～3個）に絞るこんで報告する
事が課題である。機能解析の指標は、細胞増
殖能や HTLV-1 TAX や HBZ の発現に対する影
響力を評価、及びマーカー候補分子の既知の
機能の双方を取り組んだ。 
これらの主となる成果は論文作成中である。 
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